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音
楽

の
落
と
し
子

毎日新聞社

世
界
的
な
ど
y
グ
ヒ
ッ
ト
が
続
々
生
ま
れ
、
世
界
中
の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
が
同
一
の
ア
ル
バ
ム
に
熱
狂
す
る
。

そ
ん
な
現
象
が
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
で
当
た
り
前
に
な
っ
た
。
革
命
的
な
変
化
だ
っ
た
。

一
九
六
二
年
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
一
九
七

O
年
の
解
散
ま
で
、
六

0
年
代
に
君
臨
し
た
英
国
の
四
人
組
バ
ン
ド
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
歴
史
を
ぬ
り
替
え
た
。
そ
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
、
大
衆
文
化
の
主
役
の
座
に
押

し
上
げ
た
。-7

互
に
共
通
の
感
覚

ク
ラ
シ
y
ク
で
も
な
く
、
伝
統
音
楽
、
民
族
音
楽
で
も
な
い
。
流
行
り
の
曲
と
し
て
人
び
と
の
間
に
生
ま
れ
、
ひ
と

時
親
し
ま
れ
た
あ
と
、
や
が
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
。
大
昔
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
、
そ
う
し
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
が
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
ラ
ジ
オ
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
り
、
流
行
が
ま
す
ま
す
大

規
模
に
な
っ
て
い
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
何
億
と
い
う
人
び
と
に
同
じ
音
楽
を
聴
か
せ
、
時
代
の
共
通
体
験
を
作
り
だ

す
。
美
術
や
文
学
に
く
ら
べ
て
複
製
が
簡
単
で
値
段
の
安
い
音
楽
の
流
行
が
、
大
衆
文
化
の
先
頭
を
走
っ
た
の
は
当
然

だ。
そ
れ
で
も
戦
前
、

p.74-79 r20世紀精神史』

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
音
楽
は
ま
だ
弱
体
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
は
音
質
が
悪
く
、

レ
コ
ー
ド
は
高
価
だ
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っ
た
。
い
い
音
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
バ
ン
ド
の
生
演
奏
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
は
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
フ

ラ
ン
ス
人
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
は
ブ
ル
ー
ス
を
口
ず
さ
む
と
い
っ
た
、
民
族
、
階
層
ご
と
の
色
分
け
が

健
在
だ
っ
た
。

戦
後
、
録
音
テ

l
プ
や
四
十
五
回
転
レ
コ
ー
ド
(
ド
ー
ナ
ツ
盤
)
が
登
場
し
て
、
ジ
ュ

1
ク
ボ
y
ク
ス
や
ラ
ジ
オ
の

ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
、
テ
レ
ピ
の
音
楽
番
組
が
流
行
音
楽
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
。
空
輸
さ
れ
た
ド
ー
ナ
ツ
盤
が
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
、
数
週
間
遅
れ
で
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ァ
ト
チ
ャ
ー
ト
を
追
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
加
速
し

た
、
最
新
流
行
に
迫
ろ
う
と
す
る
渇
望
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
六

0
年
代
に
爆
発
す
る
。

六

0
年
代
を
ま
ず
特
徴
づ
け
る
の
は
、
世
界
同
時
多
発
的
な
学
生
坂
乱
で
あ
る
。
日
本
で
は
全
共
闘
が
猛
威
を
振
る

い
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
欧
州
で
は
学
生
飯
乱
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
中
国
文
化
大
革
命
の
紅
衛
兵

を
、
こ
れ
に
加
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
冷
戦
と
、
テ
レ
ビ
と
、
高
度
経
済
成
長
の
副
産
物
で
あ
る
。

長
引
く
冷
戦
で
、
米
ソ
に
対
す
る
抑
圧
感
、
不
信
感
が
拡
が
っ
た
。

正
面
の
敵
と
激
突
で
き
な
い
の
な
ら
、

無
理
で

-
一
ビ
ー
ト
ル
ズ

一
英
リ
パ
プ
l
w
生
ま
れ
の
四
人
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
。
ジ
ョ
ン
-
v
ノ
ン
{
一
九
四
O
i
八
O
)
が
作
戸
?
?
チ
ユ
ア
の
グ
↑
プ
に
ポ
ー
ケ
マ
ツ
カ
l
トニ

-
1
8
ニ1
}
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
(
四
三
1)
が
加
わ
り
、
六

ヒ
l↓ロ
?
l
tし
て
世
界
中
の
若
者
を
魅
7
し
hべ
、
占
六
ハ
七
年
設
立
し
た
主A会官荘社「ヲアツ芸プ沖と」の不否占掻鼠なEでチ
l
ム
ワ7
lク
が
途
弟
に
乱
れ
、
七
O
年
解
散
し
た
・

-
一
割
出
国
風
君
(
テ
レ
サ
・
テ
ン
H
一
九
五
三
I
九
五
)

一
ム
品
の
人
気
撃
か
ら
七
四
年
日
本
デ
ビ
ュ
ー
。
首
宣
言
号
、
東
南
ア
ジ
ア
で
笹
山
〈
人
気
在
宮
、
八
四
年
再
来
日
.
「
空
港
」
蒔
の
流
れ
に
身
を
ま
か

せ
」
な
E
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
・

-
一
雀
健
(
一
九
六
一
l
}

北
京
出
莞
音
壁
奈
出
家
に
育
ち
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
傍
r
R

八
四
年
に
ロ
ッ
ク
パ
ン
ド
を
結
局
申
薗
の
著
者
に
カ
u
y
ス
マ
的
な
人
気
ψ

もっ。
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も
自
国
の
政
府
や
大
学
に
抗
議
す
る
し
か
な
い
。
急
速
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
世
界
に
追
い
つ
け
な
い
、
旧
態
依
然
た
る

体
制
を
、
学
生
は
法
や
思
想
に
よ
ら
な
い
直
接
行
動
で
攻
撃
す
る
。
そ
れ
が
同
時
代
に
直
結
す
る
と
い
う
感
覚
を
メ
デ

ィ
ア
が
増
幅
し
、
同
時
多
発
的
な
飯
乱
を
誘
発
し
た
。

学
生
た
ち
の
共
通
項
は
、
言
葉
で
な
く
感
覚
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ー
ン
ズ
や
コ

1
ラ
や
ロ
y
ク
、
つ
ま
り
、
世
界

に
鉱
大
す
る
ア
メ
リ
カ
消
費
文
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
爆
発
的
流
行
は
、
学
生
鍍
乱
と
同
根
な
の
だ
0

・
一
開
拓
者
ビ
ー
ト
ル
ズ

港
町
リ
パ
プ
ー
ル
は
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど
の
黒
人
音
楽
も
流
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
労
働
者
の
家
庭
に
育
っ
た
高
校
の
e

ハ

ン
ド
仲
間
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
ポ
ー
ル
・
マ
y
カ

l
ト
ニ

l
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
と
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
を
加

え
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
結
成
。
ま
ず
地
元
で
人
気
に
火
が
つ
い
た
あ
と
、
自
作
曲
「
ラ
プ
・
ミ
!
・
ド
ゥ
」
で
幸
運
な
レ

コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
。
空
前
絶
後
の
ピ

1
十
ル
ズ
・
プ

l
ム
の
幕
開
け
で
あ
る
。

レ
ノ
ン
1
7
y
カ

1
ト
ニ

l
の
ヒ
y
ト
曲
の
数
々
は
、
単
純
な
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の
コ

1
ド
進
行
や
曲
想
を
は
み
出

し
て
お
り
、
も
っ
と
自
由
な
音
楽
表
現
で
あ
る
ロ
y
ク
へ
の
道
を
聞
い
た
。
主
演
映
画
『
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て
来
る

ヤ
7
!
ヤ
ァ
!
ヤ
ァ
!
』
は
、
今
日
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ピ
デ
オ
の
原
型
だ
。
彼
ら
の
行
く
先
々
を
十
代
の
少

女
た
ち
が
追
い
か
け
た
。
髪
型
や
服
装
、
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
皆
が
こ
ぞ
っ
て
真
似
し
、
新
し
い
フ
7
y
シ
ョ
ン
と
し
て

定
着
し
た
。
モ
ノ
ラ
ル
↓
ス
テ
レ
オ
↓

8
ト
ラ
y
ク
↓
フ
ル
ト
ラ
ッ
ク
多
重
録
音
と
い
う
最
新
技
術
を
、
ま
っ
先
に
取

り
入
れ
た
の
も
彼
ら
だ
っ
た
。
自
作
自
演
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
以
降
当
た
り
前
と
な
っ

た
。
『
サ

l
ジ
ェ
ン
ト
・
ぺ
パ

l
ズ
・
ロ
ン
リ

1
・ハ

l
ツ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
』
は
、
ヒ
y
ト
曲
の
寄
せ
集
め
に
す

ぎ
な
か
っ
た

L
Pを
、
一
個
の
世
界
に
創
造
し
て
み
せ
、
ア
ル
バ
ム
の
概
念
を
確
立
し
た
。
「
オ
ー
ル
・
ュ

l
・
ニ

1

ド
・
イ
ズ
・
ラ
プ
」
の
演
奏
は
、
衛
星
を
通
じ
て
全
世
界
に
同
時
テ
レ
ピ
中
継
さ
れ
た
。
彼
ら
の
巨
大
な
足
跡
ぬ
き
に
、

初
の
主
演
映
画
『
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ

て
来
る
ヤ
ァ
!
ヤ
ァ
!
ヤ
ァ
!
』

が
公
開
さ
れ
、
日
本
で
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

人
気
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
一
九
六
四
年
秋
、

既
に
ロ
ン
ド
ン
で
彼
ら
に
出
会
っ
て
い
た

一
岩
手
県
出
身
の
少
年
が
い
た
。
の
ち
の
直

↑
木
賞
作
家
高
橋
克
彦
で
あ
る
。

一

〈
私
は
そ
の
年
、
ま
だ
高
校
在
学
中
だ

一
っ
た
が
、
斗
入
学
生
の
従
兄
が
ヨ
l
ロ
y
パ

操
一
旅
行
を
す
る
と
い
う
計
画
に
便
乗
し
て
春

一
一
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
転
4
と
し
て
い
た
〉

-
守
ノ
一ユ

一
旅
行
の
目
的
は
憧
れ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
ロ

れ
一
会
う
こ
と
。

一
〈
無
謀
な
願
い
だ
と
笑
わ
れ
そ
う
だ
が
、

一
そ
の
当
時
、
日
本
で
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
人
気

一
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
沸
騰
し
た
の

一
は
前
述
の
映
画
が
公
開
さ
れ
て
以
来
の
こ

一
と
だ
。
私
の
ク
ラ
ス
に
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

一フ

ァ
ン
な
ん
て
二
、
三
人
し
か
い
な
か
っ

一
た
。
だ
か
ら
こ
そ
会
え
る
の
で
は
な
い
か

一
と
大
胆
な
願
い
を
抱
い
た
の
だ
。
あ
の
時

一
代
に
高
校
生
が
海
外
旅
行
を
す
る
の
は
珍

し
い
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
だ
っ
て
そ
れ
を
聞
け

ば
面
白
が
っ
て
会
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
?
し
か
も
日
本
人
の
フ
ァ
ン
と
い

う
の
も
滅
多
に
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ

ち
ら
な
り
の
成
算
も
あ
っ
た
〉

高
橋
克
彦

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
九
月

末
の
あ
る
日
、
高
橋
少
年
は
、
「
あ
ら
か
じ

め
こ
ち
ら
の
願
い
を
翻
訳
し
た
長
い
訴

状
」
を
持
っ
て
フ
ァ
ン
ク
ラ
プ
を
訪
ね
た
。

応
対
に
出
た
青
年
は
、
こ
の
珍
客
当
来
を

iiillilii 
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非
常
に
喜
び
、
そ
の
場
で
フ
ァ
ン
ク
ラ
プ

の
会
員
証
を
作
成
し
、
一
一
日
後
に
行
わ
れ

る
テ
レ
ビ
の
公
開
収
録
に
招
待
し
て
く
れ

た。
「
目
立
つ
よ
う
に
胸
に
日
の
丸
を
縫
い

付
け
た
赤
い
ウ
イ
ン
ド
プ
レ

1
ヵ
ー
を
着

て
い
た
」
高
橋
少
年
に
ま
ず
最
初
に
気
付

い
て
く
れ
た
の
は
ポ
ー
ル
だ
。
続
い
て
ジ

ョ
ン
も
、
び
っ
く
り
し
た
顔
で
ウ
イ
ン
ク

し
て
く
れ
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、
例
の

青
年
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
に
降
り
よ
う
と
誘

わ
れ
た
。

〈ビ

ー
ト
ル
ズ
は
ス
テ
ー
ジ
で
女
の
子

た
ち
に
ー固
ま
れ
て
い
た
。
青
年
が
声
を
張

り
上
げ
る
。
ジ
ョ
ン
が
振
り
向
い
た
。
胸

の
日
の
丸
を
認
め
て
ジ
ョ
ン
は
笑
っ
た
。

リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス

ン
も
サ
イ
ン
の
手
を
休
め
て
私
に
な
に
か

話
し
か
け
た
〉

高
橋
少
年
は
、
こ
の
時
ほ
ど
英
語
が
話

せ
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ

た。

醐守，『
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二
十
世
紀
後
半
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
語
れ
な
い
。

ス
テ
レ
オ
や
ラ
ジ
カ
セ
が
一
人
一
台
の
時
代
と
な
り
、
潤
。っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
産
業
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の

消
費
文
化
は
、
六

0
年
代
反
体
制
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
ひ
と
回
り
大
き
く
な
り
、
第
三
世
界
や
共
産
圏
に
も
浸

透
し
て
い
く
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
打
ち
壊
し
た
の
も
、
消
費
文
化
と
自
'
由
へ
の
魅
力
だ
っ
た
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
、
空
間
の
隔
た
り
ゃ
体
制
の
違
い
を
越
え
て
、
人
び
と
を
共
通
の
感
情
に
結
び
つ
け
る
力
が
あ

る
。
そ
ん
な
も
う
ひ
と
つ
の
例
を
、
郵
麗
君
(
テ
レ
サ
・
テ
ン
)
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

-7ツ

ク

は

宙

へ

?

一
九
七
九
年
に
改
革
開
放
が
始
ま
る
ま
で
の
中
国
大
陸
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
腐
敗
し
た
資
本
主
義
文
明
の
象

屯
首
'
F
f
1
1

徴
、
禁
止
も
同
然
の
扱
い
だ
っ
た
。
恋
愛
や
異
国
へ
の
憧
れ
な
ど
人
間
ら
し
い
感
情
は
、
ぜ
い
た
く
品
だ
っ
た
。
そ
ん

な
渇
き
切
っ
た
人
び
と
の
心
に
、
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ
た
郵
麗
君
の
語
り
か
け
る
よ
う
な
歌
声
が
し
み
通
っ
て
い
く
。

テ
レ
サ
の
父
親
は
、
大
陸
か
ら
台
湾
に
渡
っ
た
国
民
党
員
。
彼
女
の
恋
の
歌
は
、
両
岸
に
分
か
れ
世
界
に
散
ら
ば
っ
た

中
国
系
の
人
び
と
の
、
究
流
の
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
(
華
人
経
済
圏
)
形
成
を
う
な
が
す
も
の
だ
と
も
言
え
た
。

・
テ
レ
サ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
に
偉
大
な
ロ

y
ク
・
ア
ー
チ
ス
ト
が
現
れ
た
。
雀
健
(
ツ
イ
ジ
エ
ン
)
で
あ

る。
雀
健
は
、
中
国
初
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
八

0
年
代
半
ば
に
、
中
国
伝
統
の
旋
律
を
力
強
い
ピ

l
ト
に

乗
せ
た
「
一
無
所
有
(
俺
に
は
何
も
な
い
)
」
で
衝
撃
的
に
登
場
、
若
者
の
圧
倒
的
な
支
持
を
え
た
。
天
安
門
事
件
の

学
生
た
ち
が
彼
の
曲
を
愛
唱
し
た
せ
い
か
、
当
局
は
ロ

y
ク
を
警
戒
し
、
演
奏
会
も
満
足
に
聞
け
な
い
。
い
ろ
い
ろ
苦

労
し
な
が
ら
も
、
彼
は
中
国
の
現
実
に
立
ち
向
か
う
気
骨
の
あ
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
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先
進
国
の
ロ

y
ク
は
、
商
業
主
義
に
の
み
込
ま
れ
、
反
抗
も
単
な
る
ポ

1
ズ
に
す
ぎ
な
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
管
理
さ

れ
て
儀
式
と
化
し
、
ロ

y
ク
は
伝
え
る
べ
き
メ
y
セ
1
ジ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
困
難
な
状
況
の
な
か
、
本
物

の
ロ

y
ク
が
ま
だ
可
能
と
思
え
る
の
が
中
固
な
の
だ
。

い
っ
ぽ
う
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ
世
界
第
二
の
音
楽
市
場
に
成
長
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
と
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
発
明

し
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
若
者
の
日
常
と
不
可
分
に
溶
け
あ
っ
て
い
る
。
歌
謡
曲
は
解
体
、
演
歌
は
衰
退
し
、
世
界
中

の
音
楽
を
器
用
に
真
似
た
国
産
ポ
ッ
プ
ス
が
街
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。

残
念
な
の
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
、
世
界
で
聴
か
れ
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
日
本

の
若
者
が
内
閉
し
虚
弱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
何
か
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
消
費
社
会
と
い
う
か
た
ち
の
新
た

な
閉
塞
と
マ
ン
ネ
リ
を
つ
き
破
る
、
パ
ワ
ー
の
あ
る
才
能
が
そ
ろ
そ
ろ
登
場
し
て
も
よ
い
こ
ろ
だ
。
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際
立
つ

「
学
力
低
下
」
J¥ 

の
危
機
感

硬
直
し
た

H

大
人
の
ま
な
ざ
し
H

に
注
文
も

一

一
九
九
八
年
に
社
会
経
済
生
産

性
本
部
が
出
し
た
「
教
育
改
革
に

関
す
る
中
間
報
告
書
」
は
「
大
学

入
試
の
廃
止
」
を
打
ち
出
し
た
こ

と
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
大
学
が
大

衆
化
し
た
現
在
で
は
入
試
に
は
意

味
が
な
い
と
し
て
、
廃
止
し
た
う

え
で
学
生
定
員
の
廃
止
や
成
績
が

基
準
に
満
た
な
い
者
へ
の
キ
ッ
ク

ア
ウ
ト
制
(
留
年
・
中
退
)
の
導

入
を
提
案
し
て
い
る
(
こ
の
改
革

案
は
堤
清
二
・
橋
爪
大
三
郎
共
編

著
『
選
沢
・
責
任
・
連
帯
の
教
育

改
革
【
完
全
版
】
』
と
し
て
出
版
)
。

乙
の
改
革
案
の
起
草
の
中
心
に
な

っ
た
東
工
大
教
授
(
社
会
学
)
の

橋
爪
大
三
郎
氏
は
『
幸
福
の
つ
く

り
か
た
』
(
ポ
ッ
ト
出
版
一
九

0
0円
)
【
写
真
】
の
第
一
章
「
幸

福
な
学
校
」
で
噛
み
砕
い
た
形
で

「
教
育
改
革
の
基
本
的
な
考
『
え
」

いの「
て改小
論革・
じ 」中
て「学
い大校
る学の

O の改

重苦
， .~τ主r

ち震 111
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東
宮
市
ア
ー
葉
大
誉
教
授

杵
答
盛
a

f、

構
造
主
義

椿
爪
大
三
郎

「
記
号
」
の
分
析
と
脱
「
形
式
倫
理
」

二
十
世
紀
後
半
の
思
想
界
は
、
構
造
主
義
を
軸
に
動
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
現
代
思
想
と
言
え
ば
ふ
つ
う
構
造
主
義
、

そ
し
て
ポ
ス
ト
構
造
主
義
を
意
味
す
る
。

「
構
造
主
義
(
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ズ
ム
)
」
と
い
う
奇
妙
な
名
前
の
思
想
が
フ
ラ
ン
ス
に
登
場
し
た
の
は
、
一
九
六

O

年
ご
ろ
。
落
ち
目
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
入
れ
代
わ
り
に
、
だ
ん
だ
ん
人
び
と
に
浸
透
し
、
八

0
年
代
に
は
最
も
有
力
な

思
想
と
な
っ
た
。
心
理
学
の

J
・
ラ
カ
ン
、
歴
史
学
の

M
・
フ

l
コ
l
、
哲
学
の

L
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、
記
号
学
の

R
・
バ
ル
ト
、
人
類
学
の

C
・
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
ら
が
、
構
造
主
義
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ

u
ス

ト
ロ
ー
ス
の
仕
事
を
中
心
に
、
構
造
主
義
と
は
何
だ
っ
た
か
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

-
一
「
高
」
は
無
根
拠

レ
ヴ
イ
"
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
奥
地
の
原
住
民
な
ど
こ
れ
ま
で
「
未
開
」
と
さ
れ
て
き
た
社
会
の
親
族
構

造
や
神
話
を
調
べ
、
そ
こ
に
構
造

(
H
必
ず
し
も
意
識
で
き
な
い
数
学
的
な
秩
序
)
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。

た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
住
民
が
結
婚
相
手
を
決
め
る
た
め
の
規
則
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
現
代
数
学
の

寸
群
」
の
構
造
を
そ
な
え
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
人
間
の
精
神
は
だ
ん
だ
ん
進
歩
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
、
は
じ
め
か

ら
完
成
し
て
い
る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
人
間
・
社
会
が
進
歩
す
る
と
考
え
る
近
代
主
義
、
歴
史
の
発
展
法
則
を
根

本
に
据
え
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
発
想
、
す
な
わ
ち
構
造
主
義
の
誕
生
で
あ
る
。

構
造
主
義
は
、
思
想
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
な
ぜ
な
ら
、
西
欧
ゐ
近
代
資
本
主
義
社
会
も
、
人
類
学
者
が
扱
う
「
未

開
」
社
会
も
、
同
じ
人
間
精
神
の
所
産
で
あ
り
、
価
値
の
優
劣
は
つ
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
西
欧
が
非
西
欧
世
界

を
遅
れ
た
も
の
、
劣
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
植
民
地
に
し
た
り
す
る
な
ど
何
の
根
拠
も
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

構
造
主
義
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
?
レ
ヴ
ィ

u
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、
人
類
学
の
研
究
を
進

め
て
い
る
と
き
に
、
言
語
学
の

R
・
ヤ

1
コ
プ
ソ
ン
と
知
り
合
い
、
二
十
世
紀
初
め
の
思
想
家

F
・
ソ
シ
ュ

1
ル
の
言

語
思
想
を
詳
し
く
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
言
語
を
分
析
す
る
方
法
を
、
親
族
や
神
話
や
社
会
の
研
究
に
応
用

し
て
み
た
ら
ど
う
か
と
着
想
し
た
。
こ
れ
が
う
ま
く
行
っ
て
、
レ
、
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
人
類
学
が
生
ま
れ
、

バ
ル
ト
や
ラ
カ
ン
と
い
っ
た
人
び
と
の
仕
事
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
構
造
主
義
は
、
人
間
の
生
み
出
し
た
も
の
す
べ

て
を
、
一
言
語
と
同
じ
く
記
号
の
シ
ス
テ
ム
と
み
な
し
、
そ
れ
を
な
る
べ
く
形
式
的
に
取
り
扱
う
と
い
う
方
法
を
も
っ
て

い
る
。

園
一
ポ
ス
ト
構
造
主
義

さ
て
、

構
造
主
義
が
広
ま
る
に
つ
れ
、

そ
の
限
界
に
不
満
を
抱
く
人
び
と
も
現
れ
て
き
た
。
歴
史
や
社
会
の
変
化
を

-
一
レ
ヴ
ィ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
(
一
九
O
八
J
)

τ九
三
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
講
師
と
し
て
赴
任
し
、
南
米
の
原
産
を
調
査
し
た
第
二
次
大
事
フ
ラ
ン
ス
仁
帰
国
土
仙
召
し
た
が
ド
イ
ツ
軍

一
に
敗
れ
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
た
め
露
ψ
逃
れ
て
米
国
に
亡
命
。
戦
後
パ

H
に
戻
り
、
五
九
年
コ
レ

l
ジ
ナ
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
に
就
任
し
え
親
族
の
研
究
や
神
話

石
構
也
事
析
に
よ
り
一
構
造
主
義
人
類
学
を
確
立
し
、
現
嘗
世
相
ω
に
大
き
な
影
響
与
え
た
。

-
一
フ
l
コl
(
一九一一六
J
八
四
)

古
事
師
範
字
塔
て
宣
言
専
町
議
心
理
学
や
精
神
霊
ま
き
、
一
九
七
O
ま
ら
コ
レ

l
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
を
務
め
た
。
霊
園
『
言
葉

ι物
』
の
成

功
一
最
重
量
産
表
す
る
宣
一
事
と
み
ら
れ
た
が
、
喜
論
的
に
は
ニ

l
チ
エ
の
系
聾
干
の
影
響
下
に
「
ア
作
ケ
オ
ロ
ジ
1」

t
ぃ

A自
の
記
述
・
分
哲
喜

一
を
開
発
こ
れ
に
よ
り
、
狂
気

t
理

世

知
主
権
力
な
ど
に
つ
い
て
歴
史
的
研
究
を
行
っ
べ

論
じ
ら
れ
な
い
。
複
雑
な
現
代
社
会
の
分
析
が
で
き
な
い
。
言
語
に
な
ら
な
い
人
間
の
深
い
欲
動
の
部
分
を
ど
う
す
る
。

こ
う
し
て
、

G
・
ド
ゥ
ル

1
ズ
&
F
・
ガ
タ
リ
、

J
・
デ
リ
ダ
、

J
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
、

J
・
リ
オ
タ
ー
ル
と
い
っ
た

ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
人
び
と
が
登
場
す
る
。

ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
、
も
と
の
構
造
主
義
と
ど
う
違
う
の
か
。

「
ポ
ス
ト
」
と
は
、
構
造
主
義
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
乗
り
越
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
構
造
主
義
の
方
法
は
当
然

と
し
て
、
そ
の
う
え
で
現
代
社
会
(
二
十
世
紀
末
の
高
度
資
本
主
義
社
会
)
の
現
実
に
肉
薄
し
よ
う
と
す
る
。

ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
人
び
と
に
共
通
す
る
の
は
、
現
代
社
会
を
と
ら
え
る
の
に
、
形
式
論
理
は
限
界
が
あ
る
と
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
己
言
及
。
「
私
は
嘘
つ
き
で
す
」
は
、
も
っ
と
も
単
純
な
自
己
言
及
の
例
だ
が
、
形

式
論
理
で
は
真
偽
が
決
定
で
き
な
い
。
高
度
資
本
主
義
社
会
に
特
有
な
現
象
、
た
と
え
ば
バ
ブ
ル
経
済
も
~
自
己
言
及

(
み
な
が
値
上
が
り
す
る
と
思
う
か
ら
値
上
が
り
す
る
)
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
形
式
論
理
で

は
歯
が
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。
記
号
の
シ
ス
テ
ム
を
形
式
的
に
取
り
扱
う
だ
け
の
構
造
主
義
で
は
、
十
分
で
な
い

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
先
は
、
論
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ひ
と
つ
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
自
我
論
や
自
己
生
成
の
モ
デ
ル
な
ど
を

下
敷
き
に
、
形
式
論
理
を
は
み
出
す
モ
デ
ル
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
。
こ
の
方
向
は
、
矛
盾
を
基
礎
に
世
界
を
説
明
し
よ

う
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
と
、
再
び
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
家
た
ち
が
、
湾
岸

戦
争
の
際
に
、
旧
左
翼
の
人
び
と
と
声
を
合
わ
せ
て
日
本
の
「
国
際
貢
献
」
に
反
対
し
た
の
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

圃
一
種
相
対
の
限
界

こ
う
し
た
な
か
、

111111 
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M
・
フ

1
コ
1
の
仕
事
が
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
構
造
主
義
と
と
も
に
登
場
し
、

ポ
ス
ト
構
造
主

hw ，。け叫
制第

構
造
主
義
の
四
天
王
と
呼
ば
れ
て
い
た

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
1
コ
1
、
ジ
ャ
シ
ク
・
ラ

カ
ン
、
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ゲ
ィ

u
ス
ト
ロ
ー

ス
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
な
友
人
お
よ
び
師
弟
関

係
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
中
で
も
、
不
思
議

な
縁
で
結
ば
れ
て
い
た
の
が
フ
1
コ
!
と

バ
ル
ト
で
あ
る
。

フ
1

コ
1

は
、
一
九
五
五
年
八
月
二
十

-i

六
日
、
前
任
者
で
あ
る
宗
教
学
者
の
ジ
ョ

封
一
ル
ジ
了
デ
ュ
メ
ジ
ル
に
代
わ
っ
て
、
ス

健
一
ウ
ェ

1
デ
ン
の
ウ
プ
ス
ラ
大
学
に
赴
任
す

一
る
の
だ
が
、
実
は
バ
ル
ト
も
ま
た
、
そ
の

一
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
、
不
首
尾
に
終
わ

一
っ
て
い
た
の
だ
。

一
そ
し
て
こ
の
二
人
が
初
め
て
知
り
合
う

一
の
は
、
そ
の
年
の
暮
れ
、
フ
l
コ
ー
が
ク

一
リ
ス
マ
ス
休
暇
で
一
時
帰
国
し
た
際
に
共

一
通
の
知
人
に
紹
介
さ
れ
て
で
あ
る
と
い
う
。

一
『
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
伝
』
の
著
者

L
・

一
J
・
カ
ル
ヴ
ェ
は
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

〈
二
人
は
、
思
想
や
、
支
配
的
イ
デ
オ
ロ

ゥ，nu 

q
4
 

ギ
1
に
対
す
る
批
判
的
な
姿
勢
ゃ
、
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
同
性
愛
な
ど
、
多
く
の
点
で

似
て
い
た
。
し
か
し
ま
た
、
お
そ
ら
く
、

そ
れ
以
上
に
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
い
た
。

バ
ル
ト
は
む
し
ろ
控
え
目
で
、
華
々
し
さ

』
の
人
た
ち
の
「
値
雷
」

ロ
『
ブ
ン

• 
ノ、長

.11，.〆

ト

や
自
己
露
出
を
好
ま
な
か
っ
た
が
、
フ
ー

コ
l
は
正
反
対
の
性
格
だ
っ
た
。
し
か
し
、

二
人
は
友
人
に
な
る
。
フ
1
コ
ー
が
パ
リ

に
立
ち
寄
っ
た
と
き
は
、
し
ば
し
ば
一
緒

に
夕
食
を
と
り
、
そ
の
あ
と
サ
ン
M

ジェ

ル
マ
ン
"
デ
"
プ
レ
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
プ

に
行
き
、
休
暇
に
は
た
い
て
い
モ
ロ

y

コ

で
落
ち
合
っ
た
〉

だ
が
こ
人
は
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
、
疎

遠
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
や
く
ざ
な
仲
間
」

た
ち
と
の
毎
晩
の
よ
う
な
夜
遊
び
に
、
仕

事
に
勤
勉
な
フ
l
コ
ー
が
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
か
ら
と
、
そ
の
理
由
を
推
測
し
て

い
る
の
は
長
年
彼
と
暮
ら
し
た
友
人
の

D
・
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
で
あ
る
。

D
・
エ
リ
ボ
ン
の
『
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー

コ
l
伝
』
に
「
ウ
プ
ス
ラ
で
過
ご
す
三
年

間
は
彼
に
と
っ
て
相
当
苦
し
い
も
の
と
な

る
」
、
「
雰
囲
気
は
き
わ
め
て
堅
苦
し
く
、

も
っ
た
い
ぶ
っ
て
さ
え
い
る
。
つ
ま
り
ル

タ
1
派
の
清
教
徒
精
神
が
重
く
支
配
し
て

い
る
の
だ
」
と
あ
る
け
れ
ど
、
フ
1
コ
l

以
上
に
快
楽
的
な
人
間
だ
っ
た
バ
ル
ト
が
、

も
し
そ
の
地
に
赴
任
し
て
い
た
な
ら
、
彼

は
、
職
務
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
が
出
来

た
だ
ろ
う
か
。
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義
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

フ
l
コ
l
は
、
わ
れ
わ
れ
の
知
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
エ
ピ
ス
テ
!
メ
!
の
成
立
を
問
題
に
し
た
。
そ
し
て
、
監
視

や
刑
罰
、
告
白
、
規
律
訓
練
と
い
っ
た
権
力
の
働
き
が
、
近
代
的
主
体
の
形
成
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
歴
史

学
者
の
フ

l
コ
1
は
、
そ
の
こ
と
を
、
古
典
時
代
や
近
代
初
頭
と
い
っ
た
過
去
の
社
会
に
つ
い
て
実
証
し
て
み
せ
た
。

知
の
あ
h
u
方
が
あ
る
特
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
主
張
は
、
自
己
言
及
的
な
知
(
知
が
ど
う

作
ら
れ
る
か
と
い
う
知
)
で
あ
る
。
そ
の
主
張
を
現
代
社
会
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
と
、
主
張
の
真
偽
が
決
定
で
き

な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
せ
い
で
、
フ
!
コ
l
に
続
こ
う
と
し
た
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
家
た
ち
は
、
現
代
社
会

に
対
し
て
積
極
的
な
発
言
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
は
、
価
値
相
対
主
義
で
、
ど
ん
な
主
張
も
そ
れ
な

り
に
成
立
す
る
と
考
え
る
。
し
か
も
、
ど
れ
か
の
主
張
を
肯
定
し
た
り
否
定
し
た
り
で
き
な
い
の
で
、
結
局
、
現
状
維

持
的
に
な
る
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
最
新
の
知
的
フ
ァ

yy
ョ
ン
に
額
っ
て
優
位
を
示
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
以
上
に
進

む
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
こ
う
し
て
停
滞
し
て
い
る
う
ち
に
も
、
冷
戦
の
終
結
や
民
族
紛
争
、
ア
ジ
ア
の
金
融
不
安
と
い

っ
た
新
た
な
変
化
が
続
発
し
た
。
二
十
世
紀
末
の
思
想
界
で
は
い
ま
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
つ
ぎ
を
狙
う
さ
ま
ざ
ま
な

潮
流
が
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
そ
の
決
着
が
つ
く
二
十
一
世
紀
に
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
「
ポ
ス
ト
」
構
造
主

義
の
時
代
が
始
ま
る
は
ず
だ
。
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